
（2026年度計画）

現状の役割分担 対応方針 具体的計画

各種、部署の責任者を参集し、役割分担可

能な業務について整理を行う。

具体的な役割分担について職員に周知し院

内に掲示する。

夜間看護補助者の配置

配置増員に努力する

保育所の設置・運営
日勤・夜勤ともに利用できる体制が取れてい

る

保育所の定員の拡充予定（15人）

家庭の事情や児童の年齢等を考慮

育児短時間勤務の導入 勤務シフト上での配慮

4
早出や遅出等の看護ニーズに応じた勤務の導入の

活用
勤務シフト上への配慮

5 勤務後の暦日の休日の確保
勤務計画において確実に休日が確保できる

体制をとる

6 時間外労働の削減

働き方改革関連法案をもとに、長時間労働と

なる要因を分析し、働きやすい環境づくりにつな

げる

各病棟における時間外労働の実績を把握す

るとともに業務量の調整や他職種の協力関

係を構築していく。

7 夜勤看護職員配置の増員
病棟配置・救急対応の役割を整理し、適正な

配置数により、更なる良質な医療を提供する
配置増員の検討と提案

入院患者の持参薬の確認、管理

病棟患者の服薬指導

困難事例の患者移乗の方法の相談指導

看護職員の腰痛予防対策

排泄ケアの直接解除 ＡＤＬを踏まえた支援

8 薬剤師との連携

服薬指導等を通じて把握した患者の内

服情報と医薬品の副作用情報を照らし

合わせ、使用方法等の確認が必要な場

合の医師への情報提供の実施を行う。

9 リハビリ職種との連携

腰痛予防体操やノーリフトケアのアドバイ

スにより、看護師の身体的な負担軽減

が継続される。

2 看護補助者の夜間配置 夜勤時間帯における看護補助者の配置充実

3 妊娠・子育て中の看護職員への配慮 夜勤の減免制度の導入

看護職員負担軽減計画

目標
当院では、勤務医、看護師の勤務状況を把握し改善すべき点について対応してきたが、勤務医の負担軽減を進めるのにコメディカルを含め

た 協力体制のもと他職種への分担を進め、勤務医、看護師の負担の軽減を目標とします。

現状・問題点

1
各職種の業務負担が明瞭、看護補助業務に時間を

取られ多忙である。

厚生労働省役割分担通知（医政局出）を

参考に望ましい役割分担を整理する。


